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＊　一般廃棄物系廃プラスチックの再商品化開始 （見込）
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共火

他産業・社会
廃ﾌﾟﾗ、廃ﾀｲﾔ、ASR
木くず、汚泥

鉄鋼製品 粗鋼11300万ﾄﾝ

副生
ガス

燃料ｶﾞｽ

54%

副生ｶﾞｽ活用

100%

発電所

排エネ回収
発電

回収
電力

資源リサイクル

副産物
(4611万ﾄﾝ）

廃棄物

2%
最終処分量
79万ﾄﾝ

再資源化率

98%

外販
(ｽﾗｸﾞ 3411万ﾄﾝ)

ｾﾒﾝﾄ原料
他産業

社内発生ｽｸﾗｯﾌﾟ
(1451万ﾄﾝ)

購入ｽｸﾗｯﾌﾟ

鉄鉱石
12100万ｔ

石炭
6310万ｔ

ｴﾈﾙｷﾞｰ
（1900PJ）

10電・共火購入電力
5100万MWh

工業用水
13億m3

ｴﾈﾙｷﾞｰ等 主な原料

鉄鋼業における資源鉄鋼業における資源･･エネルギーの有効利用エネルギーの有効利用

ｴﾈﾙｷﾞｰ効率化
～温暖化問題

水の循環率

91%

26%

20%

※副生ガス、電力回収は一貫製鉄所の数値

※ｴﾈﾙｷﾞｰ1900PJには石炭の発熱量を含む

350万MWh

2500万MWh

(2004年度)



電機産業

自動車
産業

食品
製造業

建設業

家電・
パソコン

自動車

蛍光灯

電池

古紙

容器・包装
鉄鋼業

缶・ビン

食品残さ

廃材

ｽｸﾗｯﾌﾟ

加工 消費

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ

廃棄

廃ﾌﾟﾗ

電力・ｴﾈﾙｷﾞｰ
供給

電力･ｶﾞｽ

循環資源
リサイクル

セメント
製造業

ガラス
製造業

製紙業

石油・化学
製造業 素材提供

インフラとしての鉄鋼業を活用したインフラとしての鉄鋼業を活用した
新たなビジネスモデル新たなビジネスモデル
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まま とと めめ
・日本鉄鋼業の資源化率は９８％

これは、これまでの技術開発等取り組みの成

果である

・さらなる資源化推進には、新たな資源化技術、

用途拡大技術の開発が重要である

・鉄鋼業は、素材産業としての取り組みばかり

でなく、地域社会、他産業と連携を図り、資

源循環型社会推進に貢献していくこととして

いる


